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稲
作
の
は
じ
ま
り

定住の開始 定住の発展 定住の成熟
居住地
　の形成

集落
　の成立

共同の祭祀場
　と墓地の進出集落施設の多様化 祭祀場と墓地の分離拠点集落

　　の出現

弥生
時代

見る！ 感じる！ 想像する！ 縄文見る！ 感じる！ 想像する！ 縄文

　
縄
文
に
関
し
て
は
解
明
さ

れ
て
い
な
い
部
分
が
多
く
あ

り
ま
す
。

　
土
偶
の
片
足
や
頭
部
が
欠

け
て
無
い
の
は
、
体
の
悪
い

箇
所
を
わ
ざ
と
壊
し
て
病
気

や
ケ
ガ
の
回
復
を
祈
っ
た
と

い
う
説
を
は
じ
め
諸
説
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、な
ぜ
作
ら
れ
、

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た

の
か
本
当
の
と
こ
ろ
は
分
か

り
ま
せ
ん
。
女
性
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
土
偶
が
多
い
こ
と
、

遮
光
器
土
偶
の
ゴ
ー
グ
ル
の

よ
う
に
見
え
る
部
分
に
つ
い

　
貝
塚
は
単
に
貝
を
ゴ
ミ
と

し
て
捨
て
て
い
た
場
所
と
考

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

が
、
９
年
前
の
発
掘
調
査
で
、

人
骨
が
出
土
し
た
こ
と
で
、

貝
に
限
ら
ず
「
命
」
を
終
え

た
モ
ノ
を
あ
の
世
に
送
る
場

所
と
推
測
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
命
あ
る
モ

ノ
を
丁
寧
に
あ
の
世
へ
送
る

こ
と
で
、
豊
作
・
繁
栄
を
願
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
考
を

巡
ら
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
田
小
屋
野
貝
塚
か
ら
出
土

し
た
ベ
ン
ケ
イ
ガ
イ
は
北
海

道
南
部
の
遺
跡
で
も
同
様
の

も
の
が
出
土
し
、
田
小
屋
野

貝
塚
か
ら
は
北
海
道
産
の
黒

曜
石
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
縄
文
時
代
の
頃
か
ら

津
軽
海
峡
を
越
え
て
北
海
道

と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
現
代
の
よ
う
な
交
通
手
段

が
無
い
時
代
に
ど
の
よ
う
に

し
て
行
き
来
し
た
の
か
ロ
マ

ン
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

て
も
同
様
で
す
。
な
ぜ
な
の

か
、
何
な
の
か
は
っ
き
り
と

し
た
答
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

謎
は
深
ま
る
ば
か
り
で
す
。

　
そ
れ
で
も
、
出
土
し
た
遺

物
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
可
能

性
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
田
小
屋
野
貝
塚
か
ら

出
土
し
た
人
骨
の
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
説
に

つ
な
が
る
発
見
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
正
解
が
分
か
ら
な

い
と
こ
ろ
や
新
た
な
事
実
が

出
て
く
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
と
こ
ろ
が
、
人
々
を
引

き
付
け
る
縄
文
の
魅
力
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に

自
分
な
り
の
縄
文
を
想
像
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　
１
０
０
基
以
上
の
墓
は
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
建
物

の
跡
が
１
基
し
か
見
つ
か
っ

て
い
な
い
亀
ヶ
岡
石
器
時
代

遺
跡
。
も
し
か
す
る
と
、
周

辺
に
い
く
つ
か
の
集
落
が
あ

り
、
そ
の
共
同
墓
地
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
想
像
で
き
ま
す
。
墓

か
ら
は
緑
色
凝
灰
岩
製
の

ビ
ー
ズ
が
ば
ら
ま
か
れ
た
跡

や
ベ
ン
ガ
ラ
の
赤
い
顔
料
も

発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
時
す
で
に
、
死
者
を
悼
み
、

丁
寧
に
埋
葬
す
る
習
慣
を

持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
７
月
１

日
か
ら
亀
ヶ
岡
石
器
時
代
遺

跡
（
雷
電
宮
南
側
）
に
お
い

て
発
掘
調
査
を
進
め
て
い
ま

す
。
縄
文
時
代
晩
期
末
か
ら

弥
生
時
代
前
期
の
も
の
と
思

わ
れ
る
土
器
や
石
器
の
破
片

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
も

し
か
す
る
と
、
大
き
な
発
見

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

　
秋
に
は
、
現
地
説
明
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
乞
う
ご
期
待

を
。

　
縄
文
時
代
は
、
採
集
・
漁

労
・
狩
猟
に
よ
り
生
活
し
て

い
ま
し
た
。
田
小
屋
野
貝
塚

に
も
そ
の
痕
跡
が
あ
り
ま

す
。
貝
塚
か
ら
は
ヤ
マ
ト
シ

ジ
ミ
な
ど
の
貝
類
を
は
じ

め
、
フ
ナ
・
サ
バ
、
カ
モ
・

マ
ガ
ン
、
ノ
ウ
サ
ギ
・
カ
モ

シ
カ
な
ど
の
骨
も
出
土
し
、

当
時
ど
の
よ
う
な
獲
物
を
食

し
て
い
た
の
か
伺
い
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
縄
文
時
代
に
は
、

ク
リ
・
ド
ン
グ
リ
・
ク
ル

ミ
・
ト
チ
ノ
ミ
と
い
っ
た

木
々
を
集
落
の
そ
ば
に
植
え

て
育
て
、
実
を
食
し
て
い
ま

し
た
。

　
縄
文
時
代
は
自
然
環
境
を

う
ま
く
利
用
し
乱
獲
す
る
こ

と
な
く
、
持
続
可
能
な
生
活

を
送
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
最
近
、
目
に
す
る
こ
と
が

多
い
「
持
続
可
能
な
開
発
目

標（SD
G
s

）」
で
す
が
、
正
に

縄
文
時
代
は
こ
の
原
点
で
は

な
い
か
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

す
。

Ａ

Ｃ
Ｂ

Ｄ

　亀ヶ岡石器時代遺跡・田小屋野貝塚を含む「北海道・北東北の
縄文遺跡群」が遂に世界文化遺産に登録されました。人々を引き付
ける縄文の魅力はどこにあるのでしょうか？

緑
色
凝
灰
岩
製
ビ
ー
ズ（
亀
ヶ
岡
遺
跡
出
土
）

　11月28日(日)までの土日祝日
は、縄文遺跡案内所に行くと、ボラ
ンティアガイドが丁寧に縄文の魅力
を紹介してくれます！詳しくは下の
QRコードから
市ホームページを
ご覧ください。

田小屋野貝塚(南東上空から)
漆塗土器(上)、籃胎漆器(下)
(亀ヶ岡遺跡出土)

大
平
山
元
遺
跡(
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ヶ
浜
町)

垣
ノ
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遺
跡(

函
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市)

御
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遺
跡(

一
戸
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大
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函
館
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三
内
丸
山
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跡(

青
森
市)

二
ツ
森
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七
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金
貝
塚(

伊
達
市)

田
小
屋
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貝
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二
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森
貝
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金
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貝
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湯
環
状
列
石(

鹿
角
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岱
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小
牧
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青
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入
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貝
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洞
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是
川
石
器
時
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遺
跡(

八
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高
砂
貝
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大
森
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遺
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弘
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市)

キ
ウ
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周
堤
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千
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市)

亀
ヶ
岡
石
器
時
代
遺
跡

知
名
度
は
低
い
が
凄

い
！
田
小
屋
野
貝
塚

亀
ヶ
岡
遺
跡
か
ら
分

か
る
死
者
へ
の
祈
り

現
在
発
掘
調
査
を

進
め
て
い
ま
す

気
が
遠
く
な
る
ほ
ど

の
時
！
一
万
年
以
上

も
続
い
た
縄
文

謎
多
き
縄
文
の
世
界
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Ｄ

　亀ヶ岡石器時代遺跡・田小屋野貝塚を含む「北海道・北東北の
縄文遺跡群」が遂に世界文化遺産に登録されました。人々を引き付
ける縄文の魅力はどこにあるのでしょうか？

緑
色
凝
灰
岩
製
ビ
ー
ズ（
亀
ヶ
岡
遺
跡
出
土
）

　11月28日(日)までの土日祝日
は、縄文遺跡案内所に行くと、ボラ
ンティアガイドが丁寧に縄文の魅力
を紹介してくれます！詳しくは下の
QRコードから
市ホームページを
ご覧ください。

田小屋野貝塚(南東上空から)
漆塗土器(上)、籃胎漆器(下)
(亀ヶ岡遺跡出土)

大
平
山
元
遺
跡(

外
ヶ
浜
町)

垣
ノ
島
遺
跡(

函
館
市)

御
所
野
遺
跡(

一
戸
町)

大
船
遺
跡(

函
館
市)

三
内
丸
山
遺
跡(

青
森
市)

二
ツ
森
貝
塚(

七
戸
町)

北
黄
金
貝
塚(

伊
達
市)

田
小
屋
野
貝
塚

二
ツ
森
貝
塚(

七
戸
町)

北
黄
金
貝
塚(

伊
達
市)

田
小
屋
野
貝
塚

大
湯
環
状
列
石(

鹿
角
市)

伊
勢
堂
岱
遺
跡(

北
秋
田
市)

小
牧
野
遺
跡(

青
森
市)

入
江
貝
塚(

洞
爺
湖
町)

是
川
石
器
時
代
遺
跡(

八
戸
市)

高
砂
貝
塚(

洞
爺
湖
町)

大
森
勝
山
遺
跡(

弘
前
市)

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群(

千
歳
市)

亀
ヶ
岡
石
器
時
代
遺
跡

知
名
度
は
低
い
が
凄

い
！
田
小
屋
野
貝
塚

亀
ヶ
岡
遺
跡
か
ら
分

か
る
死
者
へ
の
祈
り

現
在
発
掘
調
査
を

進
め
て
い
ま
す

気
が
遠
く
な
る
ほ
ど

の
時
！
一
万
年
以
上

も
続
い
た
縄
文

謎
多
き
縄
文
の
世
界
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